観点別評価規準（案）

	観　点

	評価規準
（①②③④…本文のパート番号　●…全体を通しての基準）

	関心・意欲・態度


	●ドナルド・キーンとはどのような人物か，また彼は日本文学を世界にどのように広めたかを読み取ろうと努めている。
●ドナルド・キーンがどのようなきっかけで日本文学と出会ったかを読み取ろうと努めている。
●ドナルド・キーンが日本の人々に同情したのは，どのような出来事があったのか理解しようと努めている。
●ドナルド・キーンに対し，日本はどのようなことをしたのかを読み取ろうと努めている。
●積極的に声を出して音読しようと努めている。

	表現の能力









	話すこと





	●本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
●適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
[bookmark: _GoBack]●日本語の音と英語の音の違いに注意して，提示された英文を正しく発話ができる。
①ドナルド・キーンはどのような人物かを説明することができる。
②ドナルド・キーンが日本文学と出会ったきっかけを本紙の写真をもとに，リテリングすることができる。
③ドナルド・キーンが日本の人々に同情するようになったときの心情をペアで情報交換することができる。
④一連のドナルド・キーンのストーリーをもとに，どのようなことを学んだか，感じたのか，
クラスで発表することができる。

	
	書くこと


	●本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
●強調構文It is . . . that∼，受け身の進行形，付帯状況のwith，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の能力








	聴くこと

	●本レッスンの本文英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
●本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。
●日本語とは異なる英語の音に対し，どのようなことを述べているのか，概要をつかむことができる。

	
	読むこと





	●時系列順に起きた出来事を意識しながら，内容をつかむことができる。
●日本語の音と英語の音の違いに注意して音読することができる。
①ドナルド・キーンとはどのような人物かを読み取ることができる。
②ドナルド・キーンが日本文学に夢中になったきっかけとは，どのようなことだったか読み取ることができる。
③ドナルド・キーンが日本の人々に同情するようになったきっかけとは，どのようなことだったか読み取ることができる。
④日本はドナルド・キーンに対し，どのようなことをしたのか読み取ることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●ドナルド･キーンが日本に対してどのように交じり合ったか，一連の流れを理解する。
●関係副詞，関係代名詞の非制限的用法，It is true that ～, but …，それぞれの意味や働き，形を理解している。



